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1 概要

1.1 接続機器データコピーツールとは

ラダーソフトなどのWindowsアプリケーションで接続機器にラダーファイルを転送する場合、ラダー

ソフトと接続機器を接続する必要があります。

例）

1ラダーソフトなどのアプリケーションをインストールしたパソコン

2通信する接続機器

3転送用のケーブル

GP-Pro EXでは接続機器データコピーツールを使うことでラダーファイルの転送を表示器から行える

ようになります。

例）

１ラダーソフトなどのアプリケーションをインストールしたパソコン

２通信する接続機器

３転送を実行する表示器

４ストレージデバイス（USBストレージまたは CFカード）

５接続機器に対応した GP-Pro EXのドライバ

接続機器データコピーツールを使用すると、パソコンを使用せずに接続機器へラダーファイルを転送

することができるため、段取替え作業などが簡単に行えるようになります。
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1.2 接続機器データコピーツールのしくみ

接続機器データコピーツールは 2つの手順で実行します。

1 ラダーファイルと接続機器データ転送実行ファイルをストレージデバイスへ保存

１ラダーソフトをインストールしたパソコン

２ラダーファイルと接続機器データ転送実行ファイルを保存するストレージデバイス

2 ストレージデバイスに保存したラダーファイルを一括で接続機器へ転送

１ラダーファイルと接続機器データ転送実行ファイルを保存したストレージデバイス

２転送を実行する表示器

３通信する接続機器

４ USBポートまたは CFカードスロット

５接続機器に対応した GP-Pro EXのドライバ
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1.3 動作環境

接続機器データコピーツールを使用するには以下の環境が必要です。

• 対応ドライバ

（株）安川電機　MP/サーボ Ethernetドライバ

• 対応接続機器

（株）安川電機　MP/サーボ EthernetドライバがサポートするMP2000シリーズに対応しています。

詳細は（株）安川電機　MP/サーボ Ethernetドライバマニュアルを参照してください。

• 対応ラダーソフト

（株）安川電機製　MPE720（Ver.6.04以上）

（株）安川電機製　MPE720（Ver.5.38以上。新ラダーには対応していません。）

• 対応 OS

Microsoft Windows 2000 Professional (SP4以降 )

Microsoft Windows XP (SP2以降 )

Microsoft Windows Vista (Home、Premium、Business)
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2 インストール

2.1 接続機器データコピーツールのインストール

1 GP-Pro EXのインストーラーを起動します。

2 インストール画面で「データコピーツール」をクリックします。
3 接続機器データコピーツールのインストールウィザードが表示されます。ウィザードの指示に従って
インストールを進めます。

4「インストール先を選択」ダイアログボックスでインストール先を選択し、[次へ ]をクリックしま

す。

• 接続機器データコピーツールのインストールは管理者権限で行ってください。
• インストール前にはウィルスチェックソフトを含むすべてのプログラムを終了させてく
ださい。
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5 [インストール ]をクリックして接続機器データコピーツールをインストールします。

6 インストール完了のダイアログボックスが表示されます。[完了 ]をクリックしてください。
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3 接続機器データコピー

ラダーファイルの接続機器への転送は接続機器転送プログラムと接続機器データ転送で実行されま

す。それぞれのツールは以下の機能を実行します。

• 接続機器転送プログラム：接続機器データ転送実行ファイルをストレージデバイスへ保存

• 接続機器データ転送：ラダーファイルのロードやダンプ

3.1 接続機器データ転送起動スイッチの作成

接続機器データ転送を起動させるための特殊スイッチを作成します。特殊スイッチの設定画面で [特

殊動作 ]から「接続機器データ転送」を選択してください。特殊スイッチの設定方法は GP-Pro EXリ

ファレンスマニュアルを参照してください。

3.2 接続機器転送プログラムの作成

1 スタートメニューから [Pro-face]-[接続機器データコピーツール ]を選択し、接続機器転送プログラ

ムを表示します。

2 設定項目を以下のように設定します。

3 [実行 ]をクリックしてストレージデバイスに接続機器データ転送実行ファイルを作成します。コ

ピー先フォルダ内に PLCTransフォルダを作成し、実行ファイルをコピーします。

設定項目 設定値

動作の選択 実行ファイル作成

メーカー名 安川電機

機種名 MP2000シリーズ

コピー先フォルダ X:￥ (ストレージデバイスのドライブレターを選択します。)

• 実行ファイルが X:\PLCTransフォルダにない場合、プログラムが起動しません。（Xは
ストレージデバイスのドライブレター）
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3.3 ラダーファイルのロード

1 接続機器にロードするラダーファイルを作成します。ラダーファイルの作成はラダーソフトで行いま
す。

• MPE720（Ver.6）の場合

MPE720の [オンライン ]メニューから [転送 ]を選択し、[転送 ]ダイアログボックスを表示しま

す。

[転送 ]ダイアログボックスの [CFカードへ書き込み ]をクリックし、表示された [ドライブ選択 ]

ダイアログボックスでストレージデバイスを選択します。

[プログラム転送 ]ダイアログボックスで [開始 ]をクリックし、ラダーファイルを書き込みます。

ラダーファイルは選択したドライブの \MP_BKUP\BACKUP フォルダに書込まれます。（転送先フォル

ダは固定です。）

• MPE720（Ver.5）の場合

File Managerで PLCを右クリックして表示されるメニューから [転送 ]-[一括転送 ]-[ファイル転送

(MPE720->メディア )]を選択し、[実行確認 ]ダイアログボックスを表示します。

表示されたダイアログボックスの [転送先 ]でストレージデバイスを設定し、[圧縮転送を行う ]

のチェックを外してから [OK]をクリックしてラダーファイルを保存します。

2 ラダーファイルおよび接続機器データ転送実行ファイルを保存したストレージデバイスを表示器に接
続し、接続機器データ転送起動スイッチをタッチします。

3 ドライバ選択画面で表示器に接続したストレージデバイスの種類を選択し、使用するドライバを選択
します。

• 使用する表示器によって画面のレイアウトが異なりますが、操作方法は同じです。
• GP-4100シリーズで使用できるストレージデバイスは USBストレージのみです。
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4 接続機器選択画面でロードする接続機器を選択します。

5 転送メニュー画面で [ロード ]を選択します。

6 ストレージデバイスを選択すると保存したラダーファイルが表示されます。ロードするラダーファイ
ルを選択し、[ロード ]をタッチします。
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7 CPUログオン画面でユーザー名とパスワードを入力し、[OK]をタッチします。

• ラダーファイルのロードは CPUが停止している必要があります。運転中の場合、ログオ
ン後に表示される画面で CPUを停止してからロードしてください。

• ラダーファイルのロード中にレジスタ情報の転送を確認するメッセージが表示されま
す。レジスタ情報をロードしたい場合は「はい」をタッチしてください。
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3.4 ラダーファイルのダンプ

1 接続機器データ転送実行ファイルを保存したストレージデバイスを表示器に接続し、接続機器データ
転送起動スイッチをタッチします。

2 ドライバ選択画面で表示器に接続したストレージデバイスの種類を選択し、使用するドライバを選択
します。

3 接続機器選択画面でダンプする接続機器を選択します。

• 使用する表示器によって画面のレイアウトが異なりますが、操作方法は同じです。
• GP-4100シリーズで使用できるストレージデバイスは USBストレージのみです。
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4 転送メニュー画面で [ダンプ ]を選択します。

5 ダンプしたラダーファイルを保存するフォルダを選択します。[新規作成 ]をタッチするとフォルダ

を作成することができます。フォルダ内に移動するには移動するフォルダ名をダブルタッチします。

6 [ダンプ ]をタッチしてラダーファイルをダンプします。

7 ストレージデバイスをパソコンに接続し、ラダーソフトでラダーファイルを読み込みます。
• MPE720 Ver.6の場合

MPE720の [オンライン ]メニューから [転送 ]を選択し、[転送 ]ダイアログボックスを表示しま

す。

[転送 ]ダイアログボックスの [CFカードから読み込み ]をクリックし、表示された [ドライブ選

択 ]ダイアログボックスでストレージデバイスを選択します。

[プログラム転送 ]ダイアログボックスで [開始 ]をクリックし、ラダーファイルを読込みます。

ラダーファイルは選択したドライブの \MP_BKUP\BACKUP フォルダから読み込まれます。（転送元

フォルダは固定です。）

• MPE720 Ver.6で受信したラダーファイルを読込む場合は X:\MP_BKUP\BACKUP フォルダ
に受信ラダーファイルを保存する必要があります。X:\MP_BKUP\BACKUP フォルダに受信
ラダーファイルが無い場合、受信ファイルを読込むことができません。（Xはストレージ
デバイスのドライブレター）
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• MPE720（Ver.5）の場合

File Managerで PLCを右クリックして表示されるメニューからメニューから [転送 ]-[一括転送 ]-[

ファイル転送 (メディア ->MPE720)]を選択し、[実行確認 ]ダイアログボックスを表示します。

表示されたダイアログボックスの [圧縮転送を行う ]のチェックを外してから [転送元 ]でラダー

ファイルをダンプしたフォルダを設定します。

[OK]をクリックしてラダーファイルを保存します。



（株）安川電機 接続機器データ コピーツールガイド  

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 14

4 設定項目

4.1 接続機器転送プログラム

設定項目 設定内容

メニューバー

• [ファイル (F)]メニュー
• [実行 (R)]： 
実行ファイル作成を実行します。

• [終了 (X)]： 
接続機器転送プログラムを終了します。

• [オプション (O)]メニュー
• [言語切替 (L)]： 
表示言語を [英語 ]または [日本語 ]に切り替えます。言語を切り替えた場合
は確認メッセージが表示されますので、[はい ]をクリックし、接続機器転
送プログラムを再起動してください。

• [ヘルプ (H)]メニュー
• [バージョン情報 (A)]： 
接続機器転送プログラムのバージョン番号を表示します。

動作の選択
• 実行ファイル作成
接続機器データ転送実行ファイルを作成します。

メーカー名 接続機器のメーカー名を選択します。

機種名 接続機器のシリーズ名を選択します。。

コピー先フォルダ名

接続機器データ転送実行ファイルの保存場所 (CFカードまたは USBストレージ
内のフォルダ )を入力します。
例 ) パソコンに接続した USBストレージが「リムーバブル ディスク (F:)」と表
示され、その USBストレージ内の「PLCTrans」フォルダに接続機器データ
転送実行ファイルを保存する場合
F:¥

• [参照 ]をクリックして表示される [フォルダの参照 ]ダイアログボックスから
フォルダを指定することもできます。

実行 接続機器データ転送実行ファイルを作成します。

終了 接続機器転送プログラムを終了します。



（株）安川電機 接続機器データ コピーツールガイド  

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 15

4.2 接続機器データ転送

■ ドライバ選択画面

• 使用する表示器によって画面のレイアウトが異なりますが、操作方法は同じです。
• GP-4100シリーズで使用できるストレージデバイスは USBストレージのみです。

設定項目 設定内容

ストレージデバイス選
択

ラダーファイルを保存したストレージデバイスを CFカードまたは USBストレー
ジから選択します。

ドライバ選択
ストレージデバイス選択で選択したストレージデバイスに保存されているドライ
バを一覧で表示します。
ドライバをタッチすると機器選択画面が表示されます。

再読込み ストレージデバイス内を再度検索します。

閉じる 表示器を再起動します。
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■ 接続機器選択画面

設定項目 設定内容

接続機器選択

使用している接続機器を一覧で表示します。
ラダーファイルを転送する接続機器をタッチすると転送メニュー画面が表示され
ます。
接続機器が多い場合は上下に表示される三角矢印にタッチすると一覧がスクロー
ルします。

ドライバ選択へ戻る ドライバ選択画面に戻ります。

閉じる 表示器を再起動します。
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■ 転送メニュー画面

設定項目 設定内容

ロード [->CPU] ストレージデバイスに保存されているラダーファイルを接続機器へ転送する場合
にタッチします。ロード画面が表示されます。

ダンプ [CPU->] 接続機器のラダーファイルをストレージデバイスに保存する場合にタッチしま
す。ダンプ画面が表示されます。

ステータス情報
RUN/STOPのモニタや切替え、フラッシュ保存を行う場合にタッチします。ス
テータス情報画面が表示されます。

ドライバ選択へ戻る ドライバ選択画面に戻ります。

閉じる 表示器を再起動します。



（株）安川電機 接続機器データ コピーツールガイド  

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 18

■ ロード画面

■ ダンプ画面

設定項目 設定内容

ストレージデバイス選
択

接続機器へ転送するラダーファイルが保存されているストレージデバイスを CF
カード、USBデバイスから選択します。

ラダーファイル選択 接続機器へ転送するラダーファイルを選択します。

CPUステータス 接続機器の状態を表示します。

ロード 選択したラダーファイルを接続機器へ転送します。

設定項目 設定内容

ストレージデバイス選
択

接続機器のラダーファイルを保存するストレージデバイスを CFカード、USBデ
バイスから選択します。

保存先フォルダ選択
接続機器のラダーファイルを保存するフォルダを選択します。[新規作成 ]を
タッチするとフォルダが作成できます。

CPUステータス 接続機器の状態を表示します。

ダンプ 選択したフォルダに接続機器のラダーファイルを転送します。
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■ ステータス情報画面

設定項目 設定内容

CPUステータス 接続機器の状態を表示します。[RUN]および [STOP]で接続機器の運転 /停止を
切り替えることができます。

フラッシュ保存
接続機器の SRAMに保存されたラダーファイルをフラッシュ ROMに書込みま
す。
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5 エラーメッセージ

接続機器データ転送のエラーメッセージは以下のとおりです。

エラーメッセージ 内容

PLCから応答がありません 通信設定を確認してください

PLCに接続できません 通信設定を確認してください。

PLCの型式情報を取得できません 指定しているラダーファイルを確認してください。

ラダーファイルと接続先 PLCが異なり
ます

ラダーファイルで指定している PLCと接続されている PLCが異
なります。PLCを確認してください。

ファイルを開けません
ロード時にファイルを開けませんでした。ラダーファイルを確
認してください。

フォーマットに異常があるか壊れていま
す

ロード時にファイルより転送に必要な情報を取得できませんで
した。ラダーファイルを確認してください。

保存に失敗しました
ダンプ時にファイルを保存できませんでした。フォルダのアク
セス権、ストレージデバイスの容量を確認してください。

取得に失敗しました
ダンプ時に PLCからファイルを取得できませんでした。正常に
PLCに転送されているか確認してください。

PLCからエラー応答を受信しました 
(%02XH)

PLCからエラー応答を受信しました。受信したエラーコードの
詳細は（株）安川電機MP/サーボ Ethernetドライバマニュアル
を参照してください。
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6 制限事項

• 接続機器データ転送を行った後は接続機器を再起動する必要があります。

• 接続機器データ転送画面で表示されるフォルダ名はショートファイル名です。

• ストレージデバイスにアクセス可能なパスは 80文字以内です。80文字を超える場合、ファイルに

アクセスできないためエラーとなります。ロード、ダンプとも 20文字以内を推奨します。

• 転送できるデータのファイルは以下のとおりです。

ロード ダンプ 内容（転送ファイル）

1 ○ ○ ユーザー管理ファイル

2 ○ ○ システム定義

3 ○ ○ モジュール定義

4 ○ ○
サーボパラメータ
（MECHATROLINK-II、
MECHATROLINK-III）

5 ○ ○ グループ定義

6 ○ ○ C言語

7 ○ ○ 表データ

8 ○ ○ 図面データ・Dレジスタ

9 ○ ○ モーションプログラム

10 ○ ○ シーケンスプログラム

11 ○ ○ C表定義

12 ○ ○ スキャンタイム定義

13 ○ ○ アプリケーション情報

14 ○ ○ データトレース定義

15 ○ ○ Mレジスタ

16 ○ ○ Sレジスタ

17 - ○ Iレジスタ

18 - ○ Oレジスタ

19 ○ ○ Cレジスタ
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7 付録

7.1 接続機器データコピーツールのアンインストール

1 GP-Pro EXのインストーラーを起動します。

2 インストール画面で「データコピーツール」をクリックします。
3「ファイル削除」ウィザードが表示されます。[次へ ]をクリックします。

4 [削除 ]を選択し、[次へ ]をクリックします。
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5 [削除 ]をクリックして接続機器データコピーツールを削除します。
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